
3.11震災後、建設業界はどう変わったか 
～省エネ・節電/ストック市場の展望～ 

  安達功 日経ＢＰ社建設局プロデューサー 



海岸から約200m、女川町立病院が建つ高台の下に、内陸側に頭を向けて倒れたＲＣ4階建て 

これまでの建築の常識が覆った 



 
 

高さ10m級の津波が襲った仙台市若林区で流されず残った数少ない住宅。3月27日撮影 

津波に耐えて住宅は残ったが… 



・ 

液状化によって広範囲に被害を受けた千葉県習志野市の3月12日の様子 

家は無事だが生活できない… 
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2.  日本の住宅をめぐる市場環境 ・新築10年分の住宅が余り、ファミリー世帯は中長期的に減少し続け、年収は下がる 
・住宅ストックをうまく生かしリーズナブルで豊かな住まいを提供する必要がある 

こういった事実に直面して消費者意識はどう変わったか？ 

震災1カ月後に500人の建て主に
価値観や計画の変化を聞いた 



●「最重要の条件」はどう変わったか？ 

・「コスト抑制」が下がり「耐震性能」がトップに。「災害リスクの低い立地」も上昇 
・3位は「最新の省エネ性能」、4位は「長期にわたって住み続けたい」 

１位 
3位 

4位 



●プロ選びで「最も重視する点」はどう変わったか？ 

・大きく下がった「価格の安さ」、上昇したのは「地震対策技術」と「つながりや面識」 
・震災後は「技術」（ハード）「つながり」（ソフト）の両方で【安心重視】の傾向が顕著に 



●予算の上限額は変わったか？ 

・住み替え、リフォームいずれも8割強が「予算は変わらず」、1割は「上限額を上げた」 
・理由として「耐震性能をより高めるために予算額を上げた」という回答もあった 



●地域別に分析してみると 

・甚大な影響を受けた関東では他の4地域よりも大きな影響を受けた 
・ただし地域ごとのグラデーションは見られるものの余波は全国に及んでいる 



目先のコスト抑制 
  
 

 ①地震対策や省エネなどの 

【性能重視】 
②つながりや面識を含めた 

【安心重視】 
 

●建て主の価値観の変化 



Q1 あなたは、震災前と比べて、省エネ/節
エネ型の建材に関心を持つようになりました
か。（SA） 

いいえ

8.1%

どちらともい

えない

19.5%

はい

72.5%

いいえ

9.0% はい

66.9%

どちらともい

えない

24.2%

Q2 あなたは、震災前と比べて、建て主（発
注者）に省エネ/節エネの提案をしようと考
えるようになりましたか。（SA） 

Q3 あなたの勤務先では、
震災前と比べて、省エネ/節
エネに関して、建て主（発注
者）からの相談を受けること
が増えましたか。（SA） 

いいえ

18.2%

はい

47.3%

どちらともい

えない

34.5%
・約7割が関心を高め発注者
に省エネ/節エネ提案を考え 

・約5割が建て主から省エネ/
節エネの提案を求められる 

●実務者や発注者の意識は？ 
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震災以降、建て主から
問い合わせがあった省
エネ/節エネ対応製品

今後、建て主に提案し
たい省エネ/節エネ対
応製品



●実務者と発注者（消費者）で乖離の大きな建材 
 ⇒価値観の変化に情報提供が追いついていないのでは？ 
   

• 断熱材        46.6%⇔35.0% 11.6 
• Low-e複層ガラス  43.6%⇔26.4% 17.2 
• 屋上緑化       26.1%⇔15.7% 10.4 
• 遮熱シート      23.7%⇔13.4%  10.3 
• 省電力照明      25.2%⇔12.8%  12.4 
• ひさし         19.6%⇔7.4%   12.2 
• 地中熱         19.9%⇔6.8%   13.1 
• ルーバー       18.4%⇔5.6%   12.8 
  しっかりブリッジをかけてあげる必要がある 



●これから必要になること 
   

建材・技術の充実 
    ⇒ライフスタイルに対応できる柔軟性 
 

最適化と表示 
    ⇒組み合わせによる最適性能や表示方法 
 

説明技術・ツール 
    ⇒発注者・建て主を巻き込む技術とツール 

環境や省エネは、建物や建材の性能だけでなく、使い方やライ
フスタイルによってアウトプットの効果が大きく変わってくる 
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